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１
８
３
８
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
教
授
モ
ー
ル

ス
は
、
文
字
を
符
号
化
し
電
信
で
送
る
実
験
に
成
功

し
た
。
こ
れ
が
、
日
本
中
に
く
ま
な
く
張
り
め
ぐ
ら

さ
れ
た
電
線
と
そ
れ
を
支
え
る
電
柱
の
源
で
あ
る
。

６
年
後
の
１
８
４
４
年
、
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
と
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
あ
い
だ
に
約
60
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
電

線
が
敷
設
さ
れ
、電
信
サ
ー
ビ
ス
が
実
用
化
さ
れ
た
。

１
８
６
８
年
の
国
際
電
信
連
合
の
第
２
回
大
会
で

は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
数
字
符
号
の
国
際
規
格
が

決
め
ら
れ
、
モ
ー
ル
ス
符
号
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

地
上
を
埋
め
尽
く
し
た
電
柱
と
電
線

日
本
の
電
柱
の
歴
史
は
、
米
国
か
ら
25
年
遅
れ
の

１
８
６
９
年
、
東
京
・
横
浜
間
の
官
営
電
信
サ
ー
ビ

ス
に
始
ま
る
。
電
信
用
の
柱
と
い
う
「
電
信
柱
」
の

名
称
は
１
８
７
０
年
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
。

１
８
９
０
年
に
は
電
話
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
た
。

電
力
の
送
電
は
、
１
８
８
7
年
に
民
営
電
力
会
社

の
東
京
電
燈
が
始
め
た
。
電
気
は
「
エ
レ
キ
」
あ
る

い
は
「
エ
レ
キ
テ
ル
」
と
呼
ば
れ
、
電
気
を
伝
達
す

る
電
線
と
電
柱
は
文
明
開
化
の
象
徴
で
あ
っ
た
と
思

う
。
電
線
を
地
下
に
埋
め
る
に
は
工
事
や
保
守
の
費

用
が
か
さ
む
の
で
、
日
本
で
は
電
柱
に
支
え
ら
れ
た

架
空
の
電
線
網
が
主
流
と
な
っ
た
。

と
く
に
戦
後
の
復
興
で
は
、
経
済
性
や
効
率
性
、

機
能
性
が
重
視
さ
れ
た
た
め
、
乱
立
す
る
電
柱
と
、

蜘
蛛
の
巣
の
ご
と
く
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
電
線
と
い

う
、
世
界
に
類
を
見
な
い
都
市
景
観
が
で
き
た
。
ロ

ン
ド
ン
、
パ
リ
、
香
港
の
無
電
柱
化
率
は
１
０
０
パ

ー
セ
ン
ト
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
83
パ
ー
セ
ン
ト
と
い

わ
れ
る
の
に
、
２
０
１
０
年
の
政
府
調
査
で
は
、
東

京
23
区
内
の
無
電
柱
化
率
は
、
市
街
地
幹
線
道
路
で

49
パ
ー
セ
ン
ト
、
市
街
地
全
体
で
７
パ
ー
セ
ン
ト
と

い
う
状
態
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
電
線
が
街
路
を
走
る

電
柱
の
ほ
と
ん
ど
は
、
中
空
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

に
な
っ
た
。
所
有
者
は
、
電
力
会
社
、
電
話
会
社
、

自
治
体
な
ど
と
異
な
る
が
、
電
力
の
配
電
線
と
、
通

信
用
や
街
灯
用
、
交
通
信
号
用
電
線
を
共
用
す
る
の

が
一
般
的
だ
。

電
柱
の
上
部
が
配
電
線
用
で
、
２
０
０
ボ
ル
ト
の

低
圧
線
を
支
え
て
い
る
が
、
そ
の
上
に
６
０
０
０
ボ

ル
ト
の
高
圧
線
を
持
つ
電
柱
も
あ
る
。
電
力
用
電
線

は
碍が

い
し子
（
電
流
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
陶

器
製
な
ど
の
器
具
）
を
介
し
て
腕
木
に
留
め
ら
れ
て

い
る
。
最
上
部
に
避
雷
用
の
接
地
線
が
あ
る
。
６
０

０
０
ボ
ル
ト
を
２
０
０
ボ
ル
ト
に
変
換
す
る
変
圧
器

（
ト
ラ
ン
ス
）
や
、
工
事
の
際
に
配
電
線
路
の
開
閉

を
行
う
開
閉
器
を
と
り
つ
け
た
電
柱
も
あ
る
。

一
般
需
要
者
へ
は
、
低
圧
線
か
ら
の
引
き
込
み
線

に
よ
っ
て
電
力
を
送
っ
て
い
る
。
通
信
用
電
線
は
、

電
力
線
の
下
に
と
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
電
話
用
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
用
、
光
ケ
ー
ブ
ル
用
と
幾
層
も
の

通
信
用
電
線
が
あ
る
。
一
般
需
要
者
宅
へ
は
電
話
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
光
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
別
々
に
引
き
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技術者からの視点

込
ま
れ
て
い
る
。

ひ
と
つ
の
建
物
に
は
、
最
低
で
も
電
力
用
と
、
通

信
用
の
電
線
が
一
本
ず
つ
引
き
込
ま
れ
る
の
で
、
市

街
地
や
住
宅
地
で
は
道
路
に
そ
っ
て
立
つ
コ
ン
ク
リ

ー
ト
柱
と
、
街
路
の
空
間
を
自
在
に
走
る
電
線
網
が

必
要
に
な
る
。

「
美
し
い
国
」
を
目
指
し
て

２
０
０
３
年
に
国
土
交
通
省
が
ま
と
め
た
「
美
し

い
国
づ
く
り
政
策
大
綱
」
で
は
、
こ
れ
ら
の
「
張
り

め
ぐ
ら
さ
れ
た
電
線
」
を
、
町
の
景
観
を
損
な
う
も

の
と
し
て
い
る
。
大
綱
で
は
、
電
柱
は
歩
行
者
の
安

全
を
脅
か
す
う
え
に
災
害
時
に
は
倒
れ
る
お
そ
れ
が

あ
り
、
電
線
は
垂
れ
下
が
る
危
険
も
あ
る
の
で
、「
安

全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
」、「
都
市
景
観
の
向

上
」、「
都
市
災
害
の
防
止
」、「
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
信
頼
性
向
上
」
な
ど
を
目
的
に
、「
無
電
柱

化
の
推
進
」
に
取
り
組
む
、
と
し
て
い
る
。

２
０
０
７
年
に
は
内
閣
官
房
に
「
美
し
い
国
づ
く

り
」
推
進
室
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
の
一
般
公

募
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
な
か
に
は
、「
美
し
い
日

本
の
粋
」
と
し
て
「
自
然
と
調
和
し
た
風
景
」
を
挙

げ
、「
電
線
、
看
板
の
乱
立
」
は
問
題
で
あ
る
と
し

た
も
の
も
あ
っ
た
。

無
電
柱
化
工
事
で
は
、
道
路
の
地
下
に
埋
め
込
ん

だ
「
電
線
共
同
溝
」
に
す
べ
て
の
電
線
を
収
容
す
る

方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
電
柱
に
と
り
つ

け
ら
れ
て
い
た
変
圧
器
や
開
閉
器
は
、
定
期
的
な
保

守
や
、
工
事
の
際
の
操
作
が
必
要
に
な
る
の
で
、
街

灯
や
交
通
信
号
の
支
柱
や
街
路
樹
の
陰
な
ど
、
地
上

に
置
い
た
目
立
た
な
い
箱
に
入
っ
て
い
る
の
が
普
通

で
あ
る
。
無
電
柱
化
工
事
を
施
し
た
道
路
を
歩
い
て

み
る
と
、
埋
め
込
ん
だ
電
線
の
接
続
部
を
示
す
蓋
が

ガ
ス
管
、
水
道
管
、
下
水
道
管
の
埋
設
を
示
す
蓋
と

並
ん
で
お
り
、
電
線
埋
設
工
事
が
面
倒
で
あ
っ
た
こ

と
を
推
測
さ
せ
る
。

生
活
す
る
人
の
た
め
の
街
づ
く
り
を

近
い
将
来
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
通
信
・
制
御
信
号

を
送
る
手
段
の
革
新
的
変
化
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
と
き
に
は
、
ふ
た
た
び
道
路
の
改
修
工
事
が
必

要
に
な
る
。

無
電
柱
化
工
事
に
よ
り
、
表
通
り
は
「
美
し
く
」

な
っ
た
が
、
裏
通
り
の
電
柱
が
支
え
る
電
線
や
建
物

へ
の
引
き
込
み
線
の
数
は
か
え
っ
て
増
え
て
い
る
よ

う
で
、
無
電
柱
化
は
、
表
通
り
の
客
相
手
の
お
化
粧

か
と
い
い
た
く
な
る
。

「
美
し
い
国
づ
く
り
」
は
、
そ
こ
で
生
活
す
る
人

の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
客
人
が
美
し

い
と
感
じ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
活
の

暖
か
さ
が
残
っ
て
い
る
路
地
な
ら
、
細
く
て
、
数
も

少
な
い
電
線
を
支
え
る
木
製
の
電
柱
や
、
電
柱
に
と

り
つ
け
ら
れ
た
街
灯
の
ほ
の
か
な
明
か
り
が
風
情
を

か
も
す
と
い
え
よ
う
。し
か
し
狭
い
道
路
に
居
座
る
、

無
機
質
な
太
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
の
群
れ
や
、
空
を

覆
い
隠
す
ば
か
り
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
電
線
は
、

機
械
が
人
間
の
生
活
の
場
を
侵
食
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。

「
美
し
い
国
づ
く
り
」
に
は
個
々
人
の
自
覚
と
実

践
が
必
要
で
あ
る
が
、
空
き
地
や
山
林
や
河
川
に
投

棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
、
街
な
か
を
占
拠
す
る
違
法
駐
車
や

放
置
自
転
車
、無
秩
序
に
建
て
ら
れ
た
中
高
層
住
宅
、

街
並
み
に
そ
ぐ
わ
な
い
高
速
道
路
、
勝
手
気
ま
ま
な

看
板
な
ど
の
「
美
し
く
な
い
」
風
景
を
変
え
る
の
は
、

個
々
人
に
は
手
に
余
る
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
無
電

柱
化
と
同
様
、
国
の
施
策
に
負
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
も
、「
美
し
い
国
づ

く
り
」
の
理
念
の
も
と
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
切
望

す
る
。


